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関係各位 

松戸市医師会会長 川越 正平 
                            在宅ケア委員会 
                            担当理事  川越 正平 
                            委員長   石島 秀紀 
                            副委員長  高田  丈 
 

令和 5 年度 教育セミナーおよびアウトリーチ事例検討会 
アーカイブ配信のご案内 

 
 時下 皆様におかれましてはますますご清栄のことと存じます。日頃より在宅医療・介護
連携推進事業にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 
 さて、松戸市医師会では毎年アウトリーチ事例検討会を開催しており、令和 5 年度は 4月
17 日に開催致しました。 
開催当日に聴講することのできなかった方々から、教育セミナーならびにアウトリーチ事

例検討会のアーカイブ配信のご要望を頂きましたので下記のとおり配信致します。 
つきましては、多くの皆様にご聴講いただけますよう、ご案内申し上げます。 
尚、教育セミナーおよび事例検討会の内容につきましては裏面をご参照下さい。 
 

記 
 
配信日時及び内容    令和 5年 7 月 10 日(月)～令和 5年 7 月 12 日(水) 

 7 月 10 日(月) 7 月 11 日(火) 7 月 12 日(水) 

午前 10 時～   教育セミナー 

午前 11 時～  教育セミナー 事例 1-2 

午前 12 時～ 教育セミナー 事例 1-2 事例 3-4 

午後 1 時～ 事例 1-2 事例 3-4  

午後 2 時～ 事例 3-4   
 ※1 コマ概ね 1 時間です。1 日に 3 コマ通じて視聴頂くことも各コマを別々の日に分けて

視聴頂くことも可能です。 
 
開催方法   Zoom によるWeb 配信 
対  象  市内の訪問看護事業所、地域包括支援センター、基幹相談支援センター、 

介護支援専門員 
申込期日   令和 5年 7 月 6日(木) 
申込方法   右QR コードをスマートフォン等で読み取り申込フォームよりご登録いただ

くか、松戸市在宅医療・介護連携支援センターのホームページからお申込み
下さい。（https://matsudo-zaitaku.org/） 

※個人での申し込みが必要です。団体での申し込みはできません。 
※携帯会社のキャリアメール（@docomo.ne.jp など）には、当方からの 
返信メールが届かない場合があります。 
必ず（@matsudo-zaitaku.org）からのメールを受信できるように設定してください。 

※3日分のZoom入室情報と資料はお申込みいただきましたメールアドレスにお送りします。 
 
 
 

【お問い合わせ】 事務局 松戸市在宅医療・介護連携支援センター 
電 話 047-701-7533  FAX 047-701-7535  担 当 浮ヶ谷  松澤 

https://matsudo-zaitaku.org/


令和 5年度 教育セミナー・第 1回アウトリーチ事例の概要 

教
育
セ
ミ
ナ
ー 

『徘徊保護を契機に医療と介護に繋がった認知症高齢者』 

 

事例提供者：明第 2東地域包括支援センター   海老原 香氏 

地域サポート医：あおぞら診療所        住谷 智恵子先生 

  

事
例
① 

『セルフネグレクト状態の子による親への意図しない医療ネグレクトに対し、 

双方にアウトリーチした事例』 

相談者：明第 1地域包括支援センター     小野 純子氏 

専門サポート医：あおぞら診療所       北田 志郎先生 

コメンテーター：松戸市地域包括ケア推進課  小野 由美子氏 

事
例
② 

『フォーマルサービスとの繋がりがなく、情報収集と介入が困難な8050世帯に対し“80”への関わりの中で 

“50”に対し取り組み可能な支援を継続している事例』 

相談者：新松戸地域包括支援センター    岡澤 志帆氏 

地域サポート医：新松戸診療所       栄原 智文先生 

  

事
例
③ 

『身の回りの世話をしていた親が施設入所となり、困難が増したひきこもり者への支援』 

相談者：小金基幹相談支援センターおんぷ     中村 知美氏 

地域サポート医：ほしの在宅ケアクリニック    星野 大和先生 

専門サポート医：あおぞら診療所         北田 志郎先生 

コメンテーター：松戸市障害福祉課        菊澤 彩氏 

コメンテーター：中央基幹相談支援センターCoCo   藤井 公雄氏 

指
定
発
言 

事例①～③ 

滋賀県立精神保健福祉センター 所長    辻本 哲士先生 

事
例
④ 

『医療機関が虐待疑いとして覚知した、多問題を抱える母子世帯への支援』 

相談者：松戸市子ども家庭相談課          内冨 成美氏 

地域サポート医：あおぞら診療所          住谷 智恵子先生 

コメンテーター：松戸市立総合医療センター小児科  南 裕佳先生 

総
括
発
言 

厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 精神障害保健課長    林 修一郎氏 

松戸市在宅医療・介護連携支援センター              川越 正平先生 

 

聴講者の皆様へのお願い 

1.教育セミナーの資料は事前にご一読下さい 

2.資料を参考に Q1および Q2のシートの質問に沿って、ご自身のお考えを基に回答を 

記入しておいてください 


